
 
在メキシコ日本国大使館 
２０１４年１月 

 
２０１３年邦人被害概況 

 
１ 邦人被害の特徴 

（１）全体的特徴 
  ・ 一昨年と比較すると，被害件数が大幅に増加（＋３４件）し，総件数１１１件で

あった。２００９年，新型インフルエンザの影響等により被害件数が減少した後，

年々増加傾向にある。 
  ・ 地域別では，メキシコ市での被害は前年比－６件と減少した。地方における被害

は，８６件と前年比＋４０件であり，発生州は１８州（前年比＋４）に及び被害の

地方拡散化傾向は継続している。 
  ・ 被害の種類別では，窃盗（車上狙い，空き巣，置引き，すり，ひったくり）被害

が７７件と最多で，被害全体の６９％を占めた。 
    特に窃盗（車上狙い）の被害は３６件と被害全体の３２％を占め前年比（+１５件）

増加した。 
  ・ 強盗事件（強盗致傷含む）は１８件と前年比（＋７件）増加した。強盗事件は被

害全体の１６％を占めている。前年に比べ凶悪犯罪は増加し，さらに全体の被害件

数も増加傾向にある。 

（２）地域別特徴・傾向 
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   ・ メキシコ市の被害は２５件と前年比６件減少した。なお，２０１３年にメキシ

コ市検察庁に届けられたメキシコ市全体の犯罪被害通報件数は，１７６，８１６

件で前年比２，２３０件減少（－１．３％）した。殺人７４９件（前年比－５０

件，－６．７％），誘拐６０件（前年比－５件，－８．３％），ATM や銀行利用後

の強窃盗６９９件（前年比－２６３件，－３８％），タクシーの乗客に対する強窃

盗３５８件（前年比－２８２件，－５６％）とメキシコ市で特徴的であった ATM
や銀行利用後の強窃盗事件は，昨年に引き続き大幅に減少したが，全体の犯罪被

害通報は微減であった。メキシコ市における邦人に対する強盗等の凶悪事件は８

件とメキシコ全国の凶悪事件２０件のうち４０％（前年７３％）を占めた。凶悪

事件でも邦人被害が地方に拡散している傾向が続いている。 
・ メキシコ市においては，窃盗（すり）６件，窃盗（空き巣）３件，窃盗（ひっ

たくり）３件，窃盗（置引き）１件，窃盗（窃盗その他）１件，強盗７件，詐欺

２件，恐喝１件，傷害１件の被害が発生した。 
   ・ 邦人被害の発生場所は，クアウテモック区が５件，ポランコ地区が４件，コヨ

アカン区２件，ミゲルイダルゴ区（ポランコ地区を除く）１件，ソチミルコ区１

件，アルバロ・オブレゴン区１件，グスタボ・アドルフォ・マデロ区１件，ベニ

ート・フアレス区１件，その他地下鉄内４件，バスターミナル内２件，メトロブ

ス内２件，メキシコ市内以下不詳１件が発生しており，邦人の主な活動区域で被

害が発生している。 
   ・ 被害の種類では，窃盗（すり，空き巣，ひったくり），路上強盗の被害が目立っ

て発生している。 
・  メキシコ市ポランコ地区では毎年数件の空き巣被害（邦人宅）が発生している。 

   ・ メキシコ市東方面バスターミナルでは，自称米国人による詐欺被害が２件発生

した。 
  イ その他の地域 
   ・ メキシコ市以外で発生があったのは，グアナファト州で４２件，アグアスカリ

エンテス州９件，キンタナ・ロー州で９件，ヌエボ・レオン州５件，ケレタロ州

４件，メキシコ州３件，オアハカ州２件，バハ・カリフォルニア州２件，ハリス

コ州２件，以下，イダルゴ州，ゲレロ州，サカテカス州，サンルイスポトシ州，

チアパス州，バハ・カリフォルニア・スル州，プエブラ州，モレロス州でそれぞ

れ１件ずつ発生した。 
グアナファト州の被害が４２件（前年比＋２７件）と大幅に増加し，そのうち

２３件は窃盗（車上狙い）の被害であった。 
   ・ グアナファト州においては，窃盗（車上狙い）２３件，窃盗（空き巣）７件，

窃盗（置引き）３件，窃盗（ひったくり）１件，窃盗（仮睡者狙い）１件，窃盗

（窃盗その他）１件及び強盗致傷１件，強盗５件の被害が発生した。 



・  アグアスカリエンテス州においては，窃盗（車上狙い）４件，窃盗（空き巣） 
２件，窃盗（ひったくり）１件，窃盗（窃盗その他）１件及び強盗１件の被害が

発生した。 
・  キンタナ・ロー州においては，窃盗（置引き）４件，窃盗（すり）３件，窃盗

（客室狙い）１件，窃盗（窃盗その他）１件の被害が発生した。 
・  ヌエボ・レオン州においては，窃盗（車上狙い）３件，窃盗（空き巣）１件及

び恐喝１件が発生した。 
・  ケレタロ州においては，窃盗（車上狙い）３件及び恐喝１件が発生した。 
・ メキシコ州においては，窃盗（車上狙い）１件，窃盗（置引き）１件及び恐喝

１件の被害が発生した。 
・  オアハカ州においては，窃盗（置引き）１件及び強盗致傷１件が発生した。 
・  バハ・カリフォルニア州においては，窃盗（車上狙い）１件及び強盗致傷１件

が発生した。 
・  ハリスコ州においては，窃盗（置引き）１件及び恐喝１件が発生した。 
・  イダルゴ州は強盗１件，ゲレロ州は強制わいせつ１件，サカテカス州は強盗１

件，サンルイスポトシ州は窃盗（車上狙い）１件，チアパス州窃盗（置引き）１

件，バハ・カリフォルニア・スル州は窃盗（置引き）１件，プエブラ州は詐欺１

件，モレロス州は窃盗（置引き）１件が発生した。 
２ 邦人被害件数 
（１）被害届出件数 
    １１１件（前年比＋３４） 
   本集計は，当館に届け出があった件数であり，被害の届け出が行われていない潜在 

的被害も多数存在するものと思われ，実際の被害件数はこれより多いものと考えられ 
る。 

（２）既遂・未遂別届け出件数 
    既遂 １０５件（同＋２９） 
    未遂   ６件（同＋５） 
（３）犯罪手口 
    強盗致死傷 ３件 （同＋１）  
    強盗   １５件 （同＋６） ※うち，凶器使用１２件 
    恐喝    ５件 （同＋５） 
    詐欺    ３件 （同＋３） 
    傷害    １件 （同＋１） 
    強制わいせつ１件 （同＋１） 
    公然わいせつ０件 （同－１） 

窃盗   ８３件 （同＋１８） 
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（４）発生場所別 
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被害の種類別

車上狙い    ３６件（＋１５） 
置引き     １４件（±０） 

き巣等侵入窃盗１３件（＋３） 
すり       ９件（＋３） 
ひったくり    ５件（－２） 
窃盗その他    ４件（±０） 
客室狙い     １件（－２） 
仮睡者狙い    １件（＋１） 

使用する場合が多く一つ間違えば大怪我を負う

銃を使用したカージャックや日系企業事務所に

，iPhone 等のスマートフォンを狙ったひったくりが

駐車場等屋外 ５８件（＋２４） 
       １８件（＋６） 

    １２件（＋９） 
        ６件（－１） 

・バスターミナル ５件（－２） 
        ４件（＋２） 

   ４件（＋１） 
      ２件（－２） 

        ２件（－３） 
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（５）被害者別 
    在留邦人   ７１

    旅行者    ２１

    出張者    １９

    留学生     ８

 

被害の詳細については，別添

 
以 上 

旅行者, 21
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７１名 （＋１８） 
２１名 （±０） 
１９名 （＋１３） 

８名 （＋４） 

別添「邦人被害の犯罪発生状況」一覧を参照。 
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